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lζ治癒している。予後は 285例中 25例 9%であり， 
この中 12例は中毒症状の強いものであり， 全国統
計K比し半数の死亡率であった。
30. 教室に於ける虫垂炎の統計的観察
泉 武
昭和21年 1月より 33年 12月まで当教室に入院
した虫垂炎患者 1480例について統計的に観察を加
えた。
手術例数は 1430例で年度別にみると昭和28年度 
前後任ピークがある。男女比は 1:0.96で，従来通
り男性に優位を認め，年令別の発病は，20才台が最
も多く 70才台で僅少であるが小児 (15才以下)は
16% の高~.を示すことは特異である。

発生時期は夏期 lζ 多く冬期は僅少である。
 
戦前に比し穿孔性膿易，腹膜炎等の重症例が激
減している。体温上昇， デファン，等は重症例に
みられるが白血球数は各穂病型K巾のある分布を
示している。軽症例では各々半数近くが発病より
24時間未満に手術をうけ， 腹膜炎では 96%が排
液管を使用した。高令者及び小児lこは重症例が多
全死亡率は 0.27%で低率であり， 中間期， 間歌
期， 膿蕩手術等では Oであったが腹膜炎では 8.8%
と未だに低率とは云えぬ。後者の手術lζ対して更に
慎重な外科的管理が必要である。 
31. 教室に於ける大腸疾患の統計的観察

高橋康 

昭和21年 1月より同 33年 12月に至る聞に中山
外科教室K入院した大腸疾患患者について，統計的
観察を行った。大腸疾患で入院した患者総数は 466
例，その中手術の対称となったものは 411例約 88%
である。疾患別に分類すると癌腫等悪性腫蕩は 216
例，炎症性ポリープを含めての良性疾患、は 250例で
ある。
良性疾患と悪性疾患とに分類して以下手術術式と
の関連K於て述べてみる。良性疾患を，炎症性，イ
レウス癒着症，糞痩，先天性異常，ポリープ性，潰
蕩性，其他の 7項目(外傷は其他に含む)に分類し，
箇々の疾患と行われた術式，その死亡率について説
明する。
原発性の悪性疾患については手術症例 202例中 1
例の肉腫を除き他は全て癌腫でありその部位別発生
頻度は直腸， s状結腸，廻盲部の順で夫々 66.3%，
15.8%，9.4%の順であり， 年令別では 50才以上に
多く男女別では1.7:1で男子に多く見られる。最も
多い直腸癌についてその根治手術死亡率について文 
献的考察を試み本教室の成績の優秀性を立証した。
終りに比較的死亡率の高い大腸全易Ij出症例 9例につ
いて今日何等の心配なく全治せしめ得る様になる迄
の経験について触れた。
32. 醇臓疾患統計
伊藤敏夫
教室 13年周K於ける原発性醇疾患は 150例を数
え拝臓炎 90例，醇臓癌60例であるが手術を施行せ
るものは拝臓炎 50例 55.6%，醇臓癌55例 91.7%で 
ある。性別では男性に多く年令的には醇臓炎が 30~
40 代に多いのに対し醇臓癌が 50~60代に多い。停
臓炎では急性症に対する拝全刻を 1例経験している
が術後高血糖を来し 3日自に死亡している。一方慢
性梓炎も近年多く醇結石 1例，梓嚢腫 14例を数え，
別出標本中に虫卵を証明せるものも 4例あった。原 
発性拝臓癌では発病より 3ヵ月以内に入院せるもの
は全体の 1/3R:も足りず，従って根治手術例は 10例 
18.2%に過ぎない。しかしながら醇臓の解剖的関係
から続発性癌として合併切除の対称となるものも多
く253例を数える。乙れらを加えるとその入院死亡
は9.5%である。術式別Kは醇尾側切除 240例， 経
十二指腸乳頭切除 1例， 醇頭十二指腸切除 22例で
梓頭卜二指腸切除の入院死亡は 27.8%と高く 3年
以上生存例は 3例である。以上の教室統計に加え文
献的考察を行い乙乙lζ報告する。 
33. 教室に於ける泌原生殖器疾患の統計的観察

橋詰定明 

当教室に於ける最近 13年間の泌尿生殖器疾患入
院患者数は 265例， 部位別には腎80例， 輸尿管7
例，勝脱3例， 尿道 1例， 皐丸及び副宰丸62例，
前立腺2例，陰茎及び其他 12例， 卵巣及び卵管62
例，子宮 19例，骨盤結締織6例， 外陰及び其他 11
例となっており，性別では男 129例，女 139例であ
る。年度別では差程の変動なく毎年約20人前後と
なっている。
症例の多いものは腎疾患でこの中腎結核が最も多
く27例，腎腫湯 13例，腎結石 11例等の順となり，
宰丸及び副畢丸疾患では結核性副皐丸炎 29例，畢丸
水腫15例，精系水腫7例等の順となり，卵巣及び卵
管疾患では卵巣嚢腫 33例，卵巣悪性腫湯9例，子宮
第 3号 第 364回千葉医1学会例会，第 9田中山外科例会 -1093-
外妊娠8例等の順となっている。之等を一応外科lζ
来る泌尿生殖器疾愚の傾向として取扱い，腎結石症
例 2例，皐丸悪性腫蕩症例 1例，卵巣悪性腫湯症例
2例を挙げ，結石波現象，皐丸腫療の分類，女性l乙於
ける下腹部広痛の原因等についても簡単に触れた。 
34. 教室に於けるヘル二ア統計

中島和彦 

教室の 13年聞に手術したヘノレニア症例は 366例
で、鼠経ヘルニアが， その 75%を占め， 腹壁ヘノレニ
アが 21%で，他のヘルニアは稀である。年度別では
最近横隔膜ヘルニアが手術対称となった事を述べた
い。性別では男女比が 2:1で特長あることは，鼠経
ヘルニアの場合 4:1，腹壁ヘルニア，股ヘルニアで
は女性に多い。鼠経ヘルニアを観るに 10才迄が 45
%を占め第 1で， 40才台以上に第 2のピークを認
める事である。解剖学的な分類lとより内，外鼠経へ 
ルニアlと分けると，明確に内鼠経ヘルニアと診断さ
れた症例は 3例であった。次に部位別では左右K殆
んど差を認めなかった。偶発症では猷頓ヘノレニアが
9.6%の24例で，小腸切除を伴ったもtのは 3例でぁ 
った占滑脱へJレニア腸壁ヘルニアは各 1例で稀であ
る。ヘノレニア内容では小腸及び大網が 84%を占め
た。手術々式では， Bassini，Czerny氏法が圧倒的
lζ多く，再発率を入院症例で観ると 2.8%であっ
た。
腹壁ヘルニアは 71例で 94%(67例)が術後性で
あり， 原因別では虫垂切除術が 70%でζの中ドレ
ナージ施行例が過半を占める ・.0
腹直筋離開症例は女に多く，原因は分焼である。
股ヘルニア 5例，開へjレニア，脳膜へjレニアは各 2，
3例であった。内ヘルニアの症例としては，横隔膜
ヘルニアの 5例を観るのみであった。
35. 噴門切除術式の検討
布施 静
中山外科教室に於いて施行せる各種噴門切除例
266名につき，手術の困難性， 術後遠隔成績とくに
消化吸収・逆流性食道炎，吻合部通過障碍，ダンピ
ング症候群，術後貧血等の面につき，成犬を用いた
実験成績と共に比較検討した。 
1. 食道胃吻合術:手術手技は他の術式に比して
最も容易であり，消化吸収率も略々正常に近く，ダ
ンピング症候群の発生もなく最も生理的であるが，
吻合部狭窄 48%，逆流性食道炎 40%を認めた。
食道胃前庭部間空腸移植術:逆流性食道炎の 2. 
発生を認めず，食道空腸吻合部の狭窄もなく，消化
吸収率よく，ダンピング症候群は認められなかっ 
?こ。ただ手術手技が複雑である。
3. 食道空腸吻合官前庭部膿置術:I吻合部狭窄は
起り難いが，消化吸収率やや低下し食道炎を起し易 
l'。
食道空腸吻合胃前庭部胃凄造設術:消化吸収 4. 
率はQ-や低下するも，胃前庭部l乙胃痩造設を施し，
術後早期にこの部から栄養を与えうるので術後快復
を速かならしめる利点がある。
各術式とも胃前庭部が残存しているので，胃全易リ
等l乙見られる術後貧血は認められなかった。 
36. 筋弛緩剤に及ぼす Chlorpromazineの作用
大坪雄三(大学院)
近年，麻酔の技術は急速な進歩をとげたが， この
進歩K大きく貢献したものの一つに，筋弛緩剤の出
現がある。各種筋弛緩剤と麻酔剤との相互作用等は
ついては多数の報告があるが， クロ Jレプロマツン 
(CP) と筋弛緩剤との聞の相互作用については知
見に乏しい。演者はネコの前腔骨筋およびヒラメ筋
について基礎的研究を行い， CPが各種筋弛緩剤の
作用を著しく増強する ζ とを認め，更にまた端板部 
附近における CPの作用機序について詳細な研究
を行い， CPがその少量においては端板筋膜部を始
め刺激し続いて抑制し，大量においては筋線組の収
縮機底K対して抑制的作用を及ぼすものである ζと
を認めた。この基礎的研究K基いて，臨床的実験を
筋電図を用いて行った。手術台上の患者の側腹部に
長針電極を刺入し，何らの刺激を加えることなく典 
型的なスパイク波の採取に成巧し，その発生頻度や
波高から腹筋緊張を正確に記録することに成功し 
?こ。このようにして，モヒアト前処置の患者と， CP 
前処置の患者と Kついて，筋弛緩剤の作用を検討し
た結果，基礎研究の結果と全く同じく， CPが筋弛
緩剤の作用を著しく増強するものであることが解つ 
7こ。 
37. 消化器外科領域に於ける脳波学的研究
横田俊一A 
消化器機能は，生理的には自律神経系を通して，
中枢より一元的K調節支配を受けているが，消化管
の機能的疾患は多かれ少かれ中枢機能とくに“問
脳"と密接な因果関係をもっ。私は今回消化器外
